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2027年２月期第２四半期（中間期）及び 

通期連結業績予想の修正（上方修正）に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2026 年４月 10 日に公表（2026 年４月 15 日に訂正）いたしました 2027 年２

月期の第２四半期（中間期）及び通期連結業績予想を下記のとおり上方修正いたしましたので、お知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正 

（１）2027年２月期第２四半期（中間期）連結業績予想（2026年３月１日～2026年８月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回予想(Ａ) 
百万円  

25,500  

百万円  

1,548  

百万円  

1,652  

百万円  

1,062  

円 銭  

119.96  

今回修正予想(Ｂ) 28,000   2,400  2,480  1,600  180.74  

増減額(Ｂ－Ａ) 2,500  852  828  538  ―  

増減率(％)  9.8  55.0  50.1  50.7  ―  

(ご参考)前期実績 

(2026年２月期 

第２四半期) 

24,986  1,611  1,567  1,059  119.00  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）2027年２月期通期連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月 28日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想(Ａ) 
百万円  

52,000  

百万円  

3,265  

百万円  

3,450  

百万円  

2,183  

円 銭  

246.49  

今回修正予想(Ｂ)  55,000  3,874  4,000  2,566  289.75  

増減額(Ｂ－Ａ) 3,000  609  550  383  ―  

増減率(％) 5.8  18.7  15.9  17.5  ―  

(ご参考)前期実績 

(2026年２月期 

通期) 

49,635  2,961  3,054  2,175  245.07  

 

２．修正の理由 

2027年２月期第２四半期（中間期）におきましては、原材料やインキ、溶剤等のコスト上昇に対する販売価格へ

の転嫁や紙関係製品やトップシールの販売の増加、供給不安による前倒し受注、半導体や電子部品市場の需要拡大

により仕事量が増加したことで、売上高は期初計画を上回る見通しとなりました。また、営業利益については、売

上高の増加に加えて、生産効率の向上やインキ使用量の削減等のコスト低減策が奏功したほか、ＩＴ・工業材分野

における製品構成の変化により利益率が改善し、期初計画を上回る見通しとなりました。 

下半期におきましても、中東情勢の長期化による原材料価格やエネルギーコストの高止まりや前倒し受注の落ち

着きといった懸念要素は残るものの、半導体や電子部品市場に関する受注は引き続き堅調に推移する見込みです。

また、生産効率の更なる向上や調達の多様化を通じて利益率の向上の取り組みを継続していく方針です。 

 これに伴い、2027年２月期通期の連結業績予想につきましても、第２四半期（中間期）の状況等を踏まえ、あわ

せて上方修正いたします。 

引き続き業績動向を注視し、今後、連結業績予想を修正する必要が生じた場合には、速やかにお知らせいたしま 

す。 

 

※上記の連結業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、今後様々な要因により異なる

結果となる場合があります。 

 

以 上 


